
12 月 英語論文 

 

Joseph M.Keir, Reeves.Jennifer H.Laing (2013),"TOURISM AND TRADITIONAL 

CULTURE: LAND DIVIND IN VANUATU",Annals of Tourism Research,volume43,pages 

435-45 

 

当論文は観光業の発達に共ない伝統文化が市場に対して無類の側面を持ち始めており、非

常に価値のあるものとなっている一方でその伝統文化が活かされてきれていないという現

状について分析がなされている。 

 ペンテコスト島ではランドダイビングが伝統文化として式祭や儀式の時に行われること

がしばしばある。これは地元の人にとってはかけがえのないこのランドダイビングは観光

業を発達させる上で受け入れられないものであった。その理由は命を伴う危険な行為であ

ったからだ。これにともない、ペンテコスト島ではこのランドダイビングを禁止しようとす

る動きが 1990 年代に始まった。たしかに安全性を考えると禁止するべきなのかもしれない

が、一見このただのエクササイズに見えるようなこの伝統文化はペンテコスト島の商業を

活性化させるためになくてはならないことでありことを知らない人が多い。この伝統文化

であるランドダイビングは父長的権威者への永続的な崇拝を表しており、島の統率を図る

文化なのだ。権威が集まる父長は保護者、指導者、および経済探究者として大きな影響力を

発揮し、貿易を彼らの利点に合わせて変えていくような能力を持つ。このような偉大なる力

を持つ父長を崇高することで国がまとまり商業が活性化していくのである。 

 伝統文化を保守するもとは一見産業の発展を停滞させる場合が多いように思われる。し

かしペンテコスト島の例のように、その伝統文化が回り回って経済を支える一因になって

いることがあるのだ。 

 京都においては伝統産業が盛んであり、さまざまな伝統文化が挙げられる。そのうちの１

つである漆器産業が今衰退の危機に瀕している。漆器を作る上で欠かせない職人の数が少

なく、この先 10 年後には漆器は絶滅しているかもしれないのだ。漆器産業を守ろうとする

動きは税金の無駄であり、また時代に逆流しているものであると考える人もいるだろう。し

かし、この漆器産業は京都に支えられているとともに京都の伝統文化を支える重要な産業

であり、この文化がなくなることでどのような問題が連鎖的に起こるのかを考えなくては

ならないのではないだろうか。 

 今世界的に観光業は非常に注目されている産業であるため、観光業は目まぐるしい速さ

でイノベーションを繰り返している。古い文化を削ぎ落とし、新しい売れる文化を創出しよ

うとしている。これで本当に良いのだろうか。わたしたちは伝統文化に内包された価値に気

づくことなくその文化を絶滅させてしまうことになるのではないだろうか。 

 


